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1南緒言

　柔遣の創始にあたって嘉納は「唯々幾分かの改良を加

えさえすれば，柔術は体育智育徳育を同時に為すことの

出来る一種の便法と成ることが出来ると申せようと存じ

ます。それで私は数年間工夫を凝らし遂に一種の講道館

柔遣と云ふものを椿えるた」1）と言い，柔術を母体にして

柔遣が集大成された。この柔術について「柔術には流派

が幾個も有りまして，均しく柔術と云ふ名称で同じ様な
　　　　　　　　　　　　　　やわらことを致します（中略）又鵠術，和，柔遣，小具足，捕

手，拳法，白打，手持など，種々の名称が御座いますが，

皆一種の柔術です」2）と言い，総括すると「無手或は短き

武器を持って居る敵を攻撃し又は防御するの術」3）と言っ

ている。この柔術の技術内容を見ると，堤宝山流では「刀

槍・鎧組（鎧を着用して組打ちする柔術）の他に太刀。

柔・小具足。鎖鎌・棒1薙刀・弓・馬・振杖」4），また竹

内流では「柔，捕手，小具足，拳，棒，伎，居合，薙刀，

縄，短剣，浮沓」5）などである。その他「長巻，手裏剣，

乳切木，鎖鎌，軍法，鉄扇，十手，騎射」等にまで及ぷ

総合武術であり，戦場に於ける鎧組打ちという実戦の中

で培われた武術が集大成されたものである。これらの柔

術の中で最古の柔術は，小具足の術を主とするところか

ら堤宝山流（慈恩・14世紀後半）が最も早く成立した流

派と言う説もあるが，現存する歴史的資料で確認できる

最古の柔術は天文元年（1532年）に創始された竹内流で

ある。

　気楽流拳法，柔遣秘術之伝，捕手柔術の源に「吾朝に

柔桁といふ亀往古はなかりし也。唯相撲を以て戦場組

討の習いとし，是を武芸の一つとせし也」6），また登假集

の惜より相撲を以て柔術修行の事”項に「古より武芸

の終始組討なる事，量齢旨知，柔組討といふ名目なく，唯

武士の若き者集まり，相撲を以て身をこなし，理気味を

去り，躰を和らかになしてう一心正しくする事のみ執行

せし事なり」7）とあるように，，相撲（武家相撲又は練武相

撲）が戦場組打のための基礎となる体力養成の手段とし

て又，実戦での経験や工夫等組討術修練の方法として重

要視されていたことが分かる。

　この相撲は奈良・平安時代に行われていた三度節の一

つである節会相撲から発展したものである。この節会相

撲の最も古い記録は神亀6年（734）7月7日の天覧相撲

である。貞観10年（868）に式部省から兵部省へ所管変え

になるまで，式典的要素や娯楽的要素が高く練武的要素

の低いものであったが，所管変え以降練武的要素が高ま

ると共に式典的要素や娯楽的要素は徐々に稀薄となって

いった。

　この節会相撲は，古事記の鹿島神宮の祭人である建御

雷神と建御名方神が出雲の国を掛けて争った政治上の戦

い（関節技が主）や日本書記の野兄宿彌と当麻蹴遼の力

競で，相手を蹴り殺した徒手による打つ・蹴ポ投げる・

関節を取る等の方法で行われた古代の格闘技である争力

（チカラクラベ）や挽力（スマイ）が発展したものであ

る。

　相撲は日本人の農耕生活と深い関わりをもつ。即ち，

水稲の栽培は勤勉と忍耐・工夫に加え天候の影響を受け

るため，時を定め相撲・弓射・踊りなどにより豊作を祈

った。これが神事相撲へと発展する。そして食・住の安

定に伴う流通経済の発展は，階級の分化とともに貴族社

会の成立，同時に神事相撲は節会相撲の形式（三度会：

正月の射礼，五月の騎射，七月の相撲）を取り，定例化

され，高倉天皇承安4年（1174）平安朝の終りによって
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記録が絶つまで続いた。

　この様に柔道1柔術1組討（武家相撲・練武相撲）1節

会相撲・神事相撲1徒手の格闘技と際限無く遡る。この

様な柔術の発展過程に於ける起倒流系柔術の一流派であ

る直信流柔道について，第一報において，起倒流及び直

信流柔遣の成立や直信（心）流柔術・柔道の名称，技法

（変化）等について報告した。

　そこで本研究では，柔術という名称について，十三代

師範，松下善之丞の直信流柔遣業術寄品巻（柔説・柔演・

柔第1警。歌），直信流柔遣業術書（本意・精粗・運韓1

移響）にみられる思想について報告する。

2、柔術という名称について

　柔術の発展過程において大隆から技術的1精神的に大

きな影響を受けている◎技術的にみるとラ古くは日本書

記にある野兄宿彌と当麻蹴速の力競で「二人相対立，各

拳足相蹴，則蹴折當麻蹴速之脇骨，亦踏折其腰而殺之」8）

といって相手を蹴り殺した技術内容や『蹴逮』と言う名

称から遠く蹴る技を習得していたと推察されること等早

くから中国拳法の影響を受けていたと考えられる。また

近世においては本朝武芸小伝の巻之十，拳に「陳元賛か

たりて大明に人をとらふる術あり，我其術しらずといへ

ど能其技をみつると云，三人の士子其術を聞き，みずか

ら其技を工夫し出して，後能其事に熟せり（中略）この

術の理は，柔にして敵とあらそわず，しばしば勝たむ事

を求めず。虚静を要し，物をとがめずう物にふれ動かず、

事あれば沈みて浮かばず，沈を感ずると云ふ。凡そ調息

を要とす」9）とある。明の帰化人陳元賛の教えを受けた三

人の士は後に，福野流（この遣統は良移心当流，起倒流1

直信流柔遺，主に講遣館柔遣の投技へと続く），磯貝流，

三浦流を創始している、また秋山四郎兵衡義時は医術研

究のため支那に渡り，医術の他博転という者から向打3

手，武官という者から捕手28手を学び，帰朝後創意工夫

して303手の術に発展させ，秋山揚心流（この道統は主に

講遣館柔遣の固技へと続く）を創始している。

　この柔術という名称についてみると，本朝武芸小伝の

巻之九に「小具足捕縛はその伝来久し，専ら小具足を以

て世に鳴るものは竹内なり，今之を腰之廻りと云ふ」10）と

ある。この小具足捕縛とは「今一術を示さんと即ち彼木

刀を取て，長さに益無しと之を二つに切る。小刀となし，

之を携えて日く，之を帯せば小具足也」11）「小具足組討以

て腰の廻りと号す」12）と言われ，剣術や弓術，馬術等と同

様に用兵（武器）を以て術名としている。このように柔

術の初期には小具足や腰之廻り，捕手，組討，体術等と

呼ばれていたが，関口柔心自序『新心流柔之序』（寛永8

年・1631）に「余嘗従命適東武，時挙世有称柔者」13）とあ

り，柔術という名称は元和（1615～1624）から寛永年問

頃（1624～1644）に使われはじめたと考えられる。

　この柔術の「柔」という語の出典は定かではないが，

七書の一つ黄石公三略（上喀）の「軍識に日く，柔能く

剛を制し，弱能く強を制す。柔は徳なり。剛は賊なり。

弱は人の助くる所，強は怨の攻むる所」と云う「柔能剛

制，弱能強制」から出ていると言われる。この「柔」は，

老子の思想で極尊された柔の徳に基づくもので「柔こそ

宇宙の大法，自然の理法である。老子の柔弱とは絶対の

柔弱であり，絶対の柔弱は絶対の剛強である。全て絶対

の域に至れば，柔もなく，弱もなく，剛もなく，強もな

く，柔剛の相対もなくなる」と言うものである。この柔

に対する考えは水の性質（水の五徳）「①水はどんな形に

も逆らわない。②水は地下水になって派手ではないが万

物の根源である。③水は清濁合していく。④ある時は静

かだけれどもある時は怒涛の如く激しい。⑤理に逆らわ

ないで自身で流れをかえる」，即ち「水は方円の器に従う」

柔軟1従順さに警えられ，説かれている。このような考

え方に基づいて渋川流・柔術大成録，名義には「柔は柔

順の義にて，此形をして能く心に柔順ならしむるの方術

と云意にて柔術と名付けたるなり。即ち柔順と云は，易

経の字にて，人の気質の上でいはば，女徳のすなほにし

て物にさからはず，何事も手前おしなべて人次第になる

ことなり」14）と言い，直信流柔道業術寄晶巻・柔第には「夫

れ乾坤の間に・性を稟くる者貝となく賎となく，寛柔温和
　　　　　　　　　も
の遣徳は天然に備え有つ所なり。是れに随順する，これ

を目して柔道と謂う」15）とある。また渋川流・柔術大成録，

祖君稽古規には「易に日く，天地之遣を立つ。日く，柔

と剛与。又日く，神一元資りて生ずれば乃ち天に順一承

す。蓋レじ・は警えば則ち天也。形は警えば則地也。而し

て形能く柔順なるときは則物を成す。弱強なるときは則

必ず敗る。故に勢法に由つて之を学び，時に之を温一習

し於己に反り一求め，而其那を閑ぎ孜々として巳不，思

いを尽し徳を積み，弱強之形変化して以て柔順なら使む

るときは焉，則ち進一退動一止意に随いて事を承け，以

て物を成すに至る。是を柔術と謂う、乃ち生々之妙に頼

って而柔剛之徳を成所以也」16）と在る。即ち，柔術の柔は

柔順の柔であり，相手の動き（攻撃）に逆らわずに1頂応

して技を施すと言う柔術の技法の根本原理（柔の理）と

思想が合致した名称である。

　このように術名を用兵以外の思想的表現を用いている

所に特徴があり，中国武術や思想（儒学。易学1禅）が

日本古来の小具足や体術等に大きな影響を与えて新しい
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（起倒流柔術祖）　　（起倒流1直心流柔術祖）

図1。起倒流1直信流系譜

領域を加えると同時に柔術の近代化の第一段階に果した

役割の意義は大きい。

3、柔術伝書中にみる思想的用語（禅1朱子学）

　柳生流の門弟である福野七郎右衛門正勝は，柳生新陰

流の剣理に内在する『和』（柔の理）から良移心当流を創

始，また同門の茨木専斎俊房は『乱』から起倒流を創始

した、そして直心（信）流は，開祖1寺田勘右衛門正重

満英が父定安から貞心流和術，叔父頼重より良移心当流

　（福野流）を学びながら刀槍弓馬及び諸家の戦法を学ぷ。

更に深山に篭り仙人より長生の方を伝授される。是より

禅を沢庵に学び，不動体1不動智の妙利を発明する。ま

た林遣春に儒を学び直心流柔術を創始した。

　このような起倒流柔術の成立過程から起倒流系柔術伝

書には，沢庵禅師が禅の立場から剣の心法を説いて柳生

但馬守宗矩に与えたと言われる不動知神妙録や理気差別

論，そして朱子学の言葉が多く兄られる。

　起倒流圃柔術伝書中（本体1天の巻1地の巻1性鏡）

の沢庵の言葉，同じく登假集の中の沢庵の言葉、朱子学

　（中庸，大学，論語）の言葉を兄ると，次のようになる。

　まず起倒流伝書中の沢庵の言葉をみると「水上の胡芦

子の事」17）（至りたる人の心は，卒度も物に止らぬ事なり。

水の上の瓢を押すが如くなり・不動智神妙録），「気体の

’事」18）（人の身に気と物，心の外にあり。是を何ぞといえ

ば事先ず根本の元気と申すもの也1理気差別論），「前後

際断の事」19）（前の心をすてず，又今の心を跡へ残すが悪

敷候なり。不動智神妙録），「性1心1気1機」20）（天地の

あいだに一つの理といふものあり。この理感じうごきて，

気といふ物に変じ候1中略・人の身に一つの性と申す物

の候。此性と申すは何ぞといへば，天地のあいだに一つ

の理といふ物ありと，口にかきつけ候。其理，人に身に

うけては性といひかへたる物た候1中略・此性に何なり

ともむかへば，むかふものがうつりて，すなわち心と成

るなり。むかふものに此の性がうごくを心と申し候1理

気差別論），「石火」21）（石火の機と申すも，ひかりとする

電光の速さを申す也1不動智神妙録）等がある。

　起倒流伝書中の朱子学1易学の代表的な言葉をみると，

天の巻に「起倒は予をきたをると訓ず、起は陽の形，倒

は陰の形なり。陽にして勝ち，陰にして勝ち，弱にして

強を制し，柔にして剛を制す。我が力を捨て，敵の力を

以て勝つ」22），地の巻に「敵に柔剛強弱の事」23），性鏡の

巻では「天地は陰陽1五行の理に随って動き，人はラこ

の理を亭けて性といい，性に随って動く。理の動くを気

といい，性の動くを心という」24）等，易の陰陽説や三略の

柔剛説を多く用いて説いている。

　次に，登假集（寺田市右衛門正浄）中にも「性1心1

気」25），「水上の胡芦子の事」26），「気体の事」27），「前後

際断の事」28）等の起倒流伝書と同様に沢庵の言葉があり，

「無心無我」29）（無心無念；心に何もなきを無心の心と申

し，又は無心無念とも申し候・不動智神妙録），「応無所

住而生其心」30）（万の業をするに，せうと思ふ心が生ずれ

ば，其する事に心が止るなり。然る間止る所なくして心

を生ずべしとなり。不動智神妙録），「放心を求めて」31）（至

極の時は，郡康節が心を放つを要すと申す・不動智神妙

録），「気を以て形を成す」32）（兵法のかちまけも，身をは

たさんも，たちをあげ身をひらき，とびあがりはしりか

かり，さまざまのはたらきも，此機より出て，外にうご

く物なり。大機大用とはこの事なり1理気差別論）、「敬」33）

（仏法にも敬の字の心有りて，一心不乱と同義にて候1

不動智神妙録），「不動智」34〕（心の動きたきように動きな

がら，卒度も止らぬ心を，不動智と申し侯・不動智神妙

録），「忘心」蝸）（本心は水の如く一所に留まらず，忘心は

氷の如くにて，氷にては手も顔も洗われ申さず候・不動

智神妙録），「迷」36）（兵法には，この止まる心を迷と申し

候1不動智神妙録）等予心の持ち方が説かれている。

　次に登假集中の朱子学の言葉をみると「克己復礼』37）（己

に克ちて礼に復る。仁とす・論語顔淵），「放心」38）（学問

の遣他なし。其放心を求めるのみ1孟子），「静」39）（止ま

るを知りて后定まりあり，定まりて后静か也1大学），「明

徳」40）（大学の遣，明徳を明らかにするにあヅ大学），

「止於至善」41）（大学の遣，至善に止まるにあり1大学），
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「性」42）（性に承ふ。之を遣と謂1中庸），「中和」43）（喜

怒哀楽の未だ発せざるを中といい発して節に中るを和と

いう1中庸），「誠」44）（誠は物の終始也，誠は天の遣也。

之を誠にするは，人の道也・中庸），「敬の遣」45）（君子敬

みて失無く，人と交わりては恭しくて礼有り。論語顔淵）

等である。

　このように仏語と朱子学の用語を多く用いて柔術の技

法や心法を説き，柔術の在り方1目的を説いている。

4。伝書にみる直信流柔道の思想

『柔道業術寄品巻』（資料1）15）

　柔説

天に陰陽あり，地に剛柔あり。柔は陰に属し，剛は陽に

属す。陽中に陰あり，陰中に陽あり。故に剛中に柔あり，

柔中に剛あり。剛と強とは柔と弱とに類す。此れに類す

る四つは，各用うる所あり。剛強の柔弱に勝つことは，

人皆知るところなり。然れどもう柔剛を制し弱強を制す

るも，亦是れその理無きにあらず。天下の至柔の天下の
　　　ちてい
至堅を馳騨（馬を駆け走す）するは，例えば金鉄の至堅

の如し。然れども，時に糸綿の至軟を砕くことあり。然
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あまだれれども，能く柔の漸を折くあることなし。雷の石を穿ち，
つるぺなわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やぷ
綬　の幹を断つも，亦柔久なり。牙歯駿ると蛙も舌独り

存す。是れ柔弱能く剛強を制する所以なり。是を以て，

剛健人を損することあらば，則ち人も亦これ垂怨む。柔

弱人に順うことあらば，則ち人も亦これを愛す。此の四

つは，一に偏してこれを用うべからず。これを兼ぬるを

宣しと為す。中柔の遣に就き，須くその意を注ぐべし。

堅を以て堅を御すれば，折れずんば則ち砕く。柔を以て

堅を御すれば，堅も亦病せず柔も亦害せず。君と為りて

柔ならざれば，臣その心を離る。父と為りて柔ならざれ

ば，子畏れて疎んず。君父の間既に此くの如し。その余

は推してこれを知るへし。兵事にありても，亦柔を用い
　　　　　　　　　　でんたん
ずんばあるべからず。田単（中国，戦国時代の斉の将）

の七十余白を復せしも，始めは処女の如くにあらざらん
　　　　　　　　たす　　　　　　　　　　あわ
や。張良の高祖を輔けて天下を井せしも，貌婦人の如く

にあらざらんや。湯1武の初め桀・紺に服事する。（原本，

湯武初服事干榮紺是堂不柔乎）。是れ堂柔ならざらんや。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いか当時，若し柔を用いざらしむれば，何を以て一たび怒っ

て天下の民を安んずるに至らんや。是れに因ってこれを

兄れば，常に用うべきは柔なり。時あってか剛を用う。

故に日く「柔中に剛あり　剛中に柔あり」と，強弱も亦

然り。四つの者は時に随って可なり。ああ，柔の道は思
　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　めく＃
いを致さずんばあるべけんや。夫の百練にして指を綾り

（劉現重贈盧謹詩，何意百錬剛化為縫指柔），色働しくし

　　やわら　　　　　　　ごと

て内荏かなるが若きは，取るなきのみ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　柔演

夫れ柔遣の人に勝つ所以なり，理具わり心より未だ発せ
　　　　　　　　　　　　　　ともざる者，是れ天命の性なり。人与に業を交うるの間，必

ずその性に循う所あり。当然の道にして発する者，是れ
　　　　　　　　　　　　もと事なり。事理金しと雄も，固より己に能わざるあり。聖
　　　　　　　　　　　　ただ　　　　　　　　　　　　　　　　すくな
愚の斉しからさるは無し。但，生れて知る者は天下に鮮

し争故にその事を晶節し以て儀則表裏を立つる者は，是

れ教なり。此の事を学んで習熟すれば，則ち以て天性の

理を充すことを得べからず。いわゆる「天の命これを性
　　　　　　したが
と謂う。性に率うこれを道と謂う。道を修むるこれを教．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　けだと謂う」。是れ此れとことなることなし。蓋し，業を交え

　　　　　　　　　　　　　　　　　かて未だ互いにその変を為さざるの時，夫の理混然として
　　　　　　　く
心裏に在らば戎曜を失わざらんや。その末だ発せざる所，

則ち偏侍するなし。天理常に存する，これを中と謂う。

中，故にその変に遇うて発すれば，則ち必ず節に中る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　すなわこれを和と謂う。人能く中和を極むれば，便ち事理二な

らず，その所を待たず。自然に千変万化に応じず。その

妙術得て測るべからざること神の如し。言う所「中和を

致して天地位し，万物育す」者も亦同じからずや。朱子

日く「天地万物，本吾が一体。吾が心正しければ，則ち

天地の心も亦正し。吾が気順なれば，則ち天地の気も亦

順なり」と。是の故に天地と心気を同じうす。正しけれ

ば，則ち事理何ぞ充たざること有らんや。理なれば，則
　いずく

ち安んぞ知って事難きを得べけん。故に須く先づ習熟す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くらべし。熟すと誰も，その理を知らざれば味きのみ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上．

　柔第

夫れ乾坤の間に’性を稟くる者貝となく賎となく，寛柔温
　　　　　　　　　　も和の遣徳は天然に備え有つ所なり。是れに随順する，こ
　　　　　　　　　　　　　　　さかられを目して柔遣と謂う。柔は天理に件わず地義に戻らず

能く明かなり。人仁これを柔徳と謂う。又，柔和は義理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えいの公より出ずる本性の金徳なり。凡そ此の遣は天下に盈
じゆう

充し能く柔は万物を成育す。故に柔は至大の遣なり。乃

至人及び草木禽獣尽く柔道より生ぜざるは無し。その生

には柔軟にして，その死には必ず堅強なり。此れ即ち至

遣は能く柔に在り。且つ強大なる処は下，柔大なる処は

上。既に諸遣の大用は普く柔法よりす。故に先聖称して
　　　　　まこと
奥意となす。宴に此の道は天下これを知らさるなし、然

れども，能く行う者は必ず希なり。又言う「柔遣は至勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　ちてい
なり。則ち天下の至柔，天下の至堅を馳騎す」と。故に

外剛にして内柔ならば，則ち変に応ずること能わず。外

順にして内健ならば，則ち物慾容れず◎慾容れざれば則

ち身体安し。故に動静その変に応じ，剛柔その徳を金う
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　諒
　鱗
駕

謡
．蹄

旬 絃
乖

　　薯／

鐙　　　変　　喜
　　　、　　塾

祭療　漢
遼竃　離
鐘繭鰻
患獅　瑳
舜僚　騰
也稀　擦
　偉　　惣
　為　麹．

　毅

帝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たんたんす。然る後能く柔弱にして剛強に勝つ。例えば水の湛々
　　　　　　　　　うごか
たるが如し。風これを蕩せば舶を覆すべし。勝兵は水に

似たり。自ら能く山陵をも崩す。此れ柔の強を制する所

以なり。これに因ってこれを観れば，柔より剛なるはな

く，静より動なるはなし。故に順理励行してその中遷ら

ざれば，則ち兆出透達す。然りと誰も，遣器合和の極に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こいねがわ至らされは，則ち何ぞ応変自在なることを得んや。　斐
　　　　　ともがら
くは，門葉の倫，造次もこれを思い，それ克く本を努め
　つつし　　　しる
よ。欽んで記す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
いましめ

　警
　　　　　　　　　　なか定めを破り法を侵すこと莫れ
　　　　　　　　　　　　なか本を末とし末を本とすること莫れ
　　おし　　　　　　えら　　　　　なか

負を倍み敵を揮ぷこと莫れ
　　おご　　　　　　　　　　　　　　なか

勝に修り分を忘れること莫れ
　　　　　　　　　　　なか敵を迎え敵とせらるること莫れ
　　なず　　　　　おろか　　　　　　　なか

業に泥み理に伯なること莫れ
　　　　　　　　　　　なか得るありて得るありとする莫れ
　　　　　　　　　　なか能を憎み悪を議すること莫れ
　　　　　　　　　なか己を愛し我に随うこと莫れ

　歌

無二無二万法帰一おもいけり

　　ほかにこころのなどか移らん

さりともと思う心の本とけて

　　こころすずしき月をこそ兄れ

とやかくと思うこころのうたがいに

　　我が身の勝を敵にとらるる

位相にはうしろもたれにすがり立ち

　　手の出腰ひけ立身あしきぞ

打突や払うもおなじ延辺の草

　　ただ一すじを勉めてぞしる

とに角に実にはなれぬものなるを

　　はなれ安きは人こころなり

かぜふけどうごかぬ峰の心せよ

以上

　　いたれば山の位なりけり

我が楯を破らぬものは我に有り

　　正虚に乗じ敵はかつなり

おそれてもおそるべきには武士の

　　色の遣との教えなりけり

とにかくに心の業で有るものを

　　何かつとめて何か成るらん

世の中の人のかたきは外になし

　　おもう我が身はわがかたきなり

数々の業は多しというとても

　　もと一体のものと知るべし

勝つとても身より心をしばり縄

　　とけざるうちは下手とこそ知れ

色々の教えに逆らう業芸の

　　しらずば本のものとなれかし

いきしにをのがれはてずば武士の

　　みちも必ず誤るとしれ

色好むこころにかえておもいたし

　　いるものはたぞ成すものはたぞ

組討と太刀打ちはこれ両輪なり

　　よくめぐらして中和つとめよ

見ず聞かずおもわず知らぬ
　　　　　　　　　なら　　何とて己がほかに倣わん
　　　　　　　　　な直にきけ直に兄直に傲すときは

　　するものもなし倣すものもなし

おもわねば思わぬものもなかりけり

　　おもいは思うものとなりけり

いかにせむ我さえ知らぬものなれば

　　人に教えん言う葉もなし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　三個独身修練の事

右当流御修行数年たるに依り，進達せしむる者也。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松下善之丞

　時明治34年7月11日
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多髄ト君モ繍警
心カぞ皇器1蟻挫
蓋景濠簑薄
市オ吏至弱蚕、繍

　　巧　　。垣フ　ー
ペア無㍑　　荻

箏纂繊
嘉筆自謝雛1
、ギ鍵幻駕
1李彰11蟻

『直信流柔道業術書』（資料2）46）

本、鼠

ユイシ闇系併⇒繋
示デ鯵挺動玄竃逐

迩動繋駈触藁
遣依．鰭は讐㍗1綾誓’

近来世閻の人　柔の道を組相の事にして人を投倒するこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そもそもとのみ心得既に兄誤て自由の本、冒、を取り失へり　夫柔
　　　　　　　　　ゲキ
は物に癖す拘す争す逆す自由転襲にして柔和忍辱の遺法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しか也最も起居動静挙手動足も皆柔得に非ずと云うなし然

も能く是を知得する者鮮し　是を事術に移し修行する時

は　最初に剛を用て柔に入の門とす　此剛健に秘傳有之

取なり　三喀に田能剛能柔柔中剛剛中柔是肝要にして剛

柔一和の柔也（剛柔能用ゆべき所へそれぞれ用なり）。是

皆業の導とする所なり　其の術たること組討刀劔の烏の

両翼の如くすへし　一を用ひて一を捨へからず　能く兼
　　　　　　　　　よろし
ね全して其の場其の場宣く之を井傲すべし　組相する時

は刀劔を後備柔と誰も離可不　是を修せされは離れ修す

る時は離る克なし　又遣は踏所とも（皆踏所。遣自己故。

以ていたるべし　真理は三中遣にあらずと云うなし）云

り　此柔を踏て柔に随ひ其踏所則柔遣也　倦又柔の勝れ

たる所天下の至柔は天下の至堅を馳騎す（孝子43章）と

云り　風よく大木を抜き水よく大船を寝す　天下の柔は

水に過たるはなし　水は至て柔か也と云も烈火を消し千

丈の堤も壊ること有　是に依て観は之柔より剛なるはな

し　然れども威無して柔なれば水の弱か如し剛にして柔

を守るを至強と云　柔能制剛弱能制強する　唯幕の術天

下是を識すと云こと無し　然れども之行者必ず鮮し　至

遣は能柔にあり　強大は下に庭り柔大は上に慶る　是を

以て柔道に思を致さざる可けんや　其術に至る人元より

業は気を以て修す（気を以て心を知る）　気を以て心を

知るも物の序也　気修練たる時は心おのずから安し　さ

るたよって今手を下す　取は先気の滞をといて心を平に

す　亦気を活して心の自在をなす　當習の不勤憤（不動

体・不動智一和するを不動慣という）は業にも通じ理に

も達し中央なれば也夫中央は事々毎々に有り　全く組

に偏せず銀に椅せざる所也　故に二業万技あい備て自在

也　中央は至極のなかは遣理にあたると云事也　中央を

繋完軍液裟擦気気
竃軸欝搬胴
’．搬能簿閉
細掲一裟　　餐1

諮1繍1
箪1差離療

lL　み　畠　づ

㌶雌知．
、鮎婚簑
胆1鈍レ
心ミー陀．
帝観二訪
　　　珍Σ砦友閑
胸批貯鴫
、レ

コ　クー湖榊

1老い苧
ヲ冷㌧1
知　　必’
！吋クー蒐

覇む島

柔遣と云　異名として中央と云り　言に中央聞くに中央
　　　　　　　　　　　　　　かり　　　　　　　しるす
見るに中央有り　故に此の中央を假に一書の題号とも之

をなすと云爾

　精粗

不動髄健悼心中正の傳は柔遣の一端也と云も業の本立理

の端也（柔遣と云は自由・自在にして心を入れてするう

にあらず　本来の柔なり　然るに不動体倒早は柔に入る

の門流なり　熟して無心・自然の柔遣に至るも此不動体

倒早を勉て至なり）　五体五臓の根本病気の療養勇猛健

俘の調育亦人体のつり合一身の宝物なり　故に此敬定は

事的術元として己れ堅固に取作一和たるの本文なり　又

此本然は気にして遺い心にして傲其用不断の嗜し志しの
　　　　　　　　　　　　　　　しょうへき
専一也　諸縁を息内心晴の事なり　措壁の如に〆以て遣

に入るべし　能綿密に肯諾すべし荘然としては正念絶す
　　　　　　すぺからく
と云り　事術は須健1早なるべし　敬定の習を一向に務

るうちより大本の柔道を開く　純一無雑主一無適は遣に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　まこと入るの始め業を勉む専一なり　是能一機の實を知る折成
　　　　　　　　　　　　　　　　いたずら
一片の工夫外敬義を能守らずんば萬事徒となること多か

るべし　誠に不動慣に精粗の二つ不動と剛く制して内に
しき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しき

閾るも亦一つの習也又意兄の到る所に随て閾るに心無

くして自ら心裏に道以て主となるる　皆方境に触れても

不曜不惑して心意動くこと無し　心の主となるを以て萬

事に応ず　然と云も分に随て足もとを修せよ　身に相応

の心遺いを可傲価之敬正不動体初中に敢て能之勉よ

　運韓

天地神明物と推し移る無事始動随時宣磨愛まことに柔は

九地に蔵し　剛は九天に出づ組なる乎　剣なる乎　中央

に至る剛柔剣組は糾る墾の如し　善く仕為者は人を致し

て人に致されず能敵人を使う　善く人を奪って人に奪わ

れず奪は心の機也　自ら至らしむれば是を利す敵弱きを

知るは剛きを以也　強きを知るは柔かなるを以て也　柔

は剛強は弱なり又剛柔は鉄の如し　強弱は石の如し　能
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　　　　　　　　　　よく
練能磨き克静に是守り克攻て必ず勝者は具守らざる所を

攻ればなり（克は勝て静にかって動きかってまもり克て

せめると忘なり）　守て必ず固き者は其攻にさる所を守

れば也　故に善攻る者は敵其守る所を知らず○て能保つ

と発すると（○は不明）

　移響

不動髄は一め小けれども力を重くして人の本なりと書け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いえど
リ　故に常に本を勉むると云り　其習初めは○傳と云も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まこと
務むるに随て徳重なって人事の本となる所以なり　墓に
　　　　　　　　さい
人倫生たるの時刻膀帯より元気を請留たれぱ麟下は気前

の根本也　気は一体に満ると云ども此気より分って一身

に之有也体は気に因て動き気は心の向う所に随う（気
は是非も心よりつかうものなり　又気よりして業をなす

なり　気は卒志は大将なり　志は気の師なりと云て気の

大用也と云うなり　志は気をつかうものなり　心にもあ

らず心気のあいだなり）　故に志し能して気一身に満る

時は業金く自由なるべし　不動慣は内外より示すが故に

究て丈夫備って其霊妙多かるべし　事理合一責幌なれば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かたち
不断常住の工夫にして能々是を首諾すべし　象より入る

ことは名相を假を其心を示す有為を以て無為の理施す也

唯持敬存養以て　十気の實を得る　然して技則自在なる
　　　まこと
べし　寡に直信の大事を開きては如何ともすること無し

大虚不測自然の妙用也　然れども此不動髄を至極せざれ

ば直信あらはれず　大念起らず　諾念体べからず　借不

動体に方身円身とて象に二品の習有円身は勉て力有方身

は努てたより無し　然れども方身は正徳の丈夫なり　円

身は用端には宣しと云も又不自由なる取も之有也　年月

勉るに随て方身の自由円満なる事を知らざれども方円唯

一法なり　菟に角に此樽純一に工夫肝用なり　必ず心を

すましてのみ観るに非ず　乱るる中に治るを知り　治る

中に敗ることを知る　動静気を制し義と遣とを配せて山

を砕く気力を養う動議を襲て私意なれば浩然の気を生ず

る事能くす　自其縮きを以て気の大魁を養ひ渤海を呑て

大地を抜き能其剛強の気遺義に随つて那まなき時は一身

に充満して全き也　或は未充ざる時は集義の功末至不動

髄末熟せず　其勉ること積累せざると心得非遣を傲さざ

るを無害と云唯直みを養うと云り　浩然の気集義より

生る健悼の凧不動体より生る　故に勇猛心は不動体に随

て頑空の血気なし　然る間此金剛髄　身に流行して大観
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうしすべし　泰然と起て寂然と不動心眼を開いて耳年子ましろ

かざる所敵此不動体にゆき當って則をのれと砕くる也　又

是治乱に用て明かなら子は是を得たるにあらざる也狂

て出ても乱ても是非此習に響き移って金きと云所之有也

至て有無新旧を分たず如何とも為る皇無き中に自然と此
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　　　　　　　　　　　　　　うぺなう
不動髄が主となって明妙なるぞと諾べし　多心を壷さず

秘は口授に有りと云々，とある。

5、結語

1）柔術という名称は，老子の思想で極尊された柔の徳

　　に基づく「柔能剛制，弱能強制」や三賂の「強弱1

　柔剛説」にルーツがある。そして「柔は柔順の義に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかた
　て，此形をして能く心に柔順ならしむるの方術と云

　意にて柔術と名付けたるなり」とあるように，柔術

　の技法が相手に1頂応して技を施すという技の根本原

　理（柔の理）と思想が合致するところから用兵以外

　の思想的表現を用いている所に術名の特徴がある。

2）直心流柔遺の修行目的は，直心流柔術開祖1寺田勘

　右衛門正重満英碑『桃好裕節山　撰書』（清光院。松

　江市）に「これを修練すれば不動智の位に至り，心

　虚して千変万化に応じ，不動智の自由自在の境地を

　体感し，日常生活において恥辱とらない技及び道を

　習練するものであり，始は姿勢を正して数百の業に

　達した上で丹田の心気を養い，鉄石も砕く気象を具

　　えて不動智に至り平常心を養うものである」47）とある

　　ように、直心流柔遣は業の修練を通して鉄石をも砕

　　く気象を具えた不動・じい平常心を養うことを目的と

　　している。

3）起倒流；本体・天の巻1地の巻・性鏡の秘伝書，登

　假集が仏典や儒学（朱子学）や易学の語によって説

　　かれているのに対し，直信流柔遣業術寄晶巻では「天

　　に陰陽あり，地に剛柔あり。柔は陰に属し，剛は陽

　　に属す。陽中に陰あり，陰中に陽あり。故に剛中に

　柔あり，柔中に剛あり。剛と強とは柔と弱とに類す。

　此れに類する四つは，各用うる所あり。剛強の柔弱

　　に勝つことは，人皆知るところなり。然れども，柔

　剛を制し弱強を制するも，亦是れその理無きにあら

　　ず」（柔説），「人能く中和を極むれは便ち事理になら

　　ず，その所を待たず。自然に千変万化に応ず」・「天

　地万物，本吾が一体。吾が心正しければ，則ち天地

　　の心も亦正し、吾が気順なれば，則地天地の気も亦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そもそも　順なり」（柔演），また直信流柔遣業術書では「夫柔

　　は物に癖す拘す争す逆す自由転愛にして柔和忍辱の

　道法也。最も起居動静挙手動足も皆柔遣に非ずと云

　　うなし」（本意）47）のように，同じ起倒流系の柔術で

　　ありながら起倒流伝書と異なり，多くが易学や朱子

　学等によつて直信流柔遣の目的が説かれているとこ

　　ろに特長がある。



38

参考文献及び引用文献

直信流柔道について。II

1）加納治五郎，柔道一班並に其教育上の価値，渡辺一

　　郎，明治武遺史，人物往来社，p．82，（1971）

2）．3）同上，p．81

4）綿谷雪，図説・古武遣史，青蛙房，p．257，（1967）

5）同上，P．83

6）気楽流拳法，柔術秘術之伝，日本武遣体系，第六巻，

　　老松信一他，株式会社同朋舎出版，p．519，（1982）

7）登假集，日本武遣体系，第九巻，今村嘉雄，株式会

　　社同朋舎出版，p．455，（1982）

8）大日本柔道史，丸山＝造，講遣館，p12，（1939）

9）日夏繁高，本朝武芸小伝，正徳四年（1714），山本家

　　蔵

10）日本武遺全集，第三巻，今村嘉雄，人物往来社，p．15，

　　（1966）

11）。12）同上，p．15

13）関口流，日本武道体系，第六巻，老松信一他，株式

　　会社同朋舎出版うp151，（1982）

14〉渋川流1柔術大成録，日本武道体系，第六巻，老松

　　信一他，株式会社同朋舎出版，p336う（1982）

15）直信流柔遣業術寄晶巻。柔第，松下善之丞，明治34

　　年（1901），梶川家蔵

16）渋川流・柔術大成録，日本武遣体系，第六巻，老松

　　信一他う株式会社同朋舎出版，p．336，（1982）

17）。18）起倒流，日本武道体系，第六巻，老松信一他，

　　株式会社同朋舎出版，p．377，（1982）

19）同上，p．378

20）同上，p．381

21）同上，p．383

22）同上，p．373

23）同上，p．375

24）同上，p．381

25）登假集，武遣の名著，渡辺一郎，東凧コピー出版部，

　　p．177，　（1979）

26）．27）．28）同上，p．183

29）同上，p．175

30）．31）同上，p．176

32〉．33）同上，p．180

34）．35）。36）同上，p．182

37）同上，p．175

38）。39）同上，p．176

40）．41）．42）同上，p．177

43）同上，p．179

44）。45）同上，p．180

46）直信流柔道業術書，松下善之丞，梶川家蔵

47）直信流柔遣開祖1寺田勘右衛門重満碑『桃好裕節山

　　撰書』（清光院・松江市）


